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先月中旬に利用者が急に通所しなくなり退所した。 退所に至るまでの間、 通所する為

に家にまで迎えに行き、 家族から自立するための体験利用を行っていた。 8月下旬には

家族から自立する体験利用から正式な利用していきたい旨を本人から聞いた矢先の出来

事だった。 退所していった利用者は複雑な家族関係や不登校、 警察や児童相談所にも関

わった経歴がある利用者だった。 本人が望む生活は少しずつ出てきたが、 今までの学習

した枠組みや家族の影響もあり支援が難航する面を持っていた。 その利用者から障がい

と司法、 事業所の内での規律等の問題に直面した。

いなほどのような経歴があっても利用者を受け入れて来ていた。 その一方で、 私達が

社会としての場所である以上、 社会の中での法律や道徳は守る必要がある。 社会の中で

生きていくことは法の下の平等も意味しているが、 責任能力という観点すれば法的には

問われない面もある。 責任能力により問われないことは逆に社会的に排除にしていると

の指摘もある。

障がいと司法との関係は 2000 年代半ばから変化したと言われている。 高齢や障がい

がある人が窃盗等の軽微な犯罪を繰り返す累犯の状況に至る者がいることが調査研究で

把握されたこともあり、 刑事司法と障がい福祉の連携が注目されるようになった。 累犯

化する高齢や障がいのある人の傾向に、 生活経験に虐待や社会的な孤立等多様で複雑な

ニ ー ズを抱えていることが浮かび挙がったからである。

刑事司法と福祉の連携の必要性が注目される中で、 刑事司法と福祉の目的が相違して

いることにも留意していく必要がある。 刑事司法は累犯化の予防と更生を目的としてい

る。 福祉は本人のより良い生活を目指すことを目的している。 この様な連携が謳われる

中で、 福祉が再犯防止も主目的とし、 監視・監督に陥れば福祉の司法化に繋がる面も有

している。

刑事司法と福祉を考えると事業所のリスクに対する防止が福祉の司法化という新たな

リスクヘ繋がる可能性をはらんだものである点について、 考える必要がある。 事業所内

での規律と支援、 再犯、 更生という問題にどう向き合うのが問われている。
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前号で休載したので2 か月分です。

•秋に収穫する野菜の栽培に向けて、ボランティ

アのFさんを中心に動き始めています。

・戸塚区役所で萌の野菜を販売しました(9/22)。

今後も機会があれば続けていきたいです。

・「フ ー ドバンク浜っこ南」は、 生活困窮家庭へ

の食品配布をしています。 この期間、2回にわた

って萌の野菜を寄付しました。参加者には喜んで

いただいたという幸紐告を受けています。

俣野町歩道清掃のひとコマ

・運送業務を開始するのに必要な法令試験に、9月、 理事長が合格しました。運送業務

を担う社員の採用も含めて、 準備が着閃と進んでいます。

・会長編集の資料を用いた職員研修を、8/27に1]ないました。し9

工房いなIき活動日誌

・パレットは相当t亡しいです。新しい製品も増えました。ただでさえ忙しい理事長なと、

いろんな方の応援で納期をこなしています。パレットを打つアルバイト職員も採用する

方向です。

・調理は2週間に一度ペ ー スで継続中。ジャカイモなど畑の野菜も使っています(8/27

ほか）。

• 8/30 から実習生を1名受け入れ、 その後10月から、 いなほの利用を開始しまし

た。 仕事など 一つ一つ覚えて、 いなほに馴染んでほしいです。

・やはり10月から、 在宅で仕事をする利用者を1名受け入れました。 毎日職員と連

絡を取りながら、 水道メ ー タ ーの解体を進めています。

• 10月から新たに、 俣野町の歩道清掃が始まりました。 12月末までの期間限定、 全

24回を予定しています。（岡）
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